
 

伊
勢
物
語        

 
 

二
年
（ 

）
組
（ 

）
番 

（
な
ま
え
） 

十
世
紀
に
成
立
と
言
わ
れ
、
作
者
も
未
詳
。 

訳
百
二
十
五
段
か
ら
な
る
日
本
最
古
の
歌
物
語
で
あ
る
。 

主
人
公
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
代
表
的
歌
人
で
あ
る
在
原
業
平
と
言
わ
れ
、
そ
の
元
服
か
ら
死
ま
で
の
一
代
記
の
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
。 

 

主
人
公
と
さ
れ
る
「
在
原
業
平
」 

容
姿
端
麗
で
自
由
奔
放
な
性
格
で
、
和
歌
の
才
能
に
秀
で
た
人
物
と
し
て
当
時
の
イ
ケ
メ
ン
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

ち
は
や
ぶ
る 

神
代
も
聞
か
ず 

龍
田
川 

か
ら
く
れ
な
ゐ
に 

水
く
く
る
と
は 

  

こ
の
和
歌
は
、
千
年
以
上
た
っ
た
現
在
で
も
誰
も
が
諳
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
る
有
名
な
和
歌
で
す
。
大
胆
で
情
熱
的
な
和
歌
を
詠
む

の
が
と
て
も
上
手
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

当
時
の
美
男
美
女 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

切
れ
長
の
目
、
色
白
の
肌
・
・
で
す
が
、
平
安
時
代
は 

ど
ん
な
に
容
姿
端
麗
で
も
「
和
歌
が
詠
め
る
こ
と
」
が
美

男
美
女
の
絶
対
条
件
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

当
時
の
貴
族
は
、
自
分
の
子
ど
も
に
知
的
な
家
庭
教
師

を
つ
け
て
和
歌
の
教
養
を
教
え
た
そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
い
う
の
も
、
当
時
は
通
い
婚
。
女
性
に
和
歌
を
送
り
、 

和
歌
が
選
ば
れ
た
男
性
だ
け
が
女
性
の
家
に
通
う
こ

と
が
許
さ
れ
た
の
で
す
。
今
の
よ
う
に
一
目
ぼ
れ
と
い

う
の
は
、
あ
り
え
な
い
時
代
な
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

家
庭
教
師
と
し
て
有
名
な
の
は
、「
清
少
納
言
」「
紫
式

部
」
で
す
。
知
識
が
あ
っ
て
も
「
ひ
け
ら
か
さ
な
い
」

と
い
う
の
が
平
安
貴
族
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

「百夜通い」をしよ

うとする深草少将の

話もあるよ 

当時の美男美女とし

て有名な「小野小町」 

「在原業平」 

クラス番号

名前は必ず

どこかに入

れる 

イラストは入

れても入れ

なくてもよい 

記事は自分

で調べて書

く 

色鉛筆やペン

でカラフルに

してもよい 


